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主任牧師 加藤 誠

「そのとき、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正しい人で信仰があつく、イスラエル

の慰められるのを待ち望み、聖霊が彼の上にとどまっていた。」（ルカ福音書２章２５節）

2025 年一番最後の主日礼拝でありつつ、クリスマス後の最初の主日礼拝。私たちの

闇を照らし続ける真実の光、イエス・キリストという恵みの光のもとで一年を振り返

ることができる幸いを感謝します。

ベツレヘムの家畜小屋で主イエスが生まれた日はごく普通の日でした。その普通の

暮らしの中に神の救いと恵みがあることを知らされたのがクリスマスです。天使の歌

声を聞いた羊飼いたちは「飼い葉桶の中に生まれた乳飲み子こそ、あなたがたのため

の救い主である」との言葉に行動を起こし、ベツレヘムで乳飲み子を見つけると、賛

美を歌いながら野原に戻っていきました。彼らのごく普通の日は、救い主と共に歩む

日に変えられたからです。毎日毎日、夜の暗さと寒さに耐えながら羊の世話をする彼

らの日々は、村の人々に理解してもらえない孤独なものでしたが、しかし主なる神が

慈しみの中に覚えてくださっている。人々がどんなに冷たい視線を浴びせようとも、

飼い葉桶に生まれた乳飲み子が自分たちと共にいてくれる。その確かな恵みを見出し

たゆえに、羊飼いたちは賛美を歌いながら野原に戻っていくことができたのでした。

同時にここで大切なことは、羊飼いたちの賛美は、彼らが天使たちの言葉を聴いて

行動を起こす中に与えられたことです。もし行動を起こさなければ彼らの内に賛美は

生まれませんでした。ここに恵みと信仰の関係が示されています。恵みが先に与えら

れているのであり、私たちはそれを受け取って行動していくように招かれています。

私たちも羊飼いのように、天使の語りかけに行動を起こしていきたい。その時、私た

ちの普通の日は、神さまの恵みと共に生きる喜びの日に変えられていくのです。

さて、今朝は赤子のイエスをいただいたマリアとヨセフが神への感謝と賛美を献げ

るためにエルサレム神殿に上った時の場面です。「モーセの律法に定められた清めの

期間」（22 節）とは出産後 40 日間のこと。出産の出血がおさまり、マリアが公に人々

の前に出ることが許された時を意味します。律法では「初めて生まれる男子は皆、主

の前に聖別される」（出エジ 13：2）とあり、最初の男子は「聖別」＝「主のもの」

「主の御用をするもの」としてささげなさいと定められていました。マリアとヨセフ

にとっては、天使のお告げ以来、自分たちの意志を大きく超える神の不思議をいくつ

も体験してきただけに、このイエスは神さまの御用をするために授かった大切な命。

この赤子を育てる両親としての緊張を覚えていたことだろうと想像します。通常は「小

羊一匹と家鳩または山鳩一羽をささげる」ように定められている中で、貧しい二人は



「山鳩一つがいか家鳩の雛二羽」しか用意することができませんでしたが、祈りを合

わせ、心を込めて献げものを用意して、エルサレム神殿に上っていったことでしょう。

この貧しい夫婦を神殿で待ち受けていた人がいました。一人はシメオンです。「主

が遣わすメシアに会うまでは決して死なない」とのお告げを聖霊から受けていたとあ

ります。シメオンは相当な高齢でしたが「まだまだ自分には神さまからいただいた仕

事がある」と、活き活きと毎日神殿に通ってきていたのでしょう。もう一人は女預言

者のアンナ。84 歳とあります。若くして夫と死別し多くの苦労を重ねてきたことでし

ょうが、「神殿を離れず、断食したり祈ったりしていた」との言葉から、礼拝を暮ら

しの真ん中に据えてきたアンナの凛とした信仰が見えてくるようです。

最初にマリアとヨセフに抱かれた赤ん坊に目を留めたのはシメオンでした。「シメ

オンが“霊”に導かれて神殿の境内に入ってきたとき」（27 節）とあるように、聖霊

が彼を赤ん坊に導きました。立派な身なりをして立派な献げものを携えた家族はたく

さんいたでしょうに、シメオンは貧しい献げものの夫婦に目を留めたのです。「外面

を装うきれいさは雨にぬれたり、お風呂に入るとはがれてしまう。けれど内面から出

る美しさは雨にぬれても変わらない」。シメオンには、何かあれば崩れてしまう外面

のきれいさ、立派さではなく、変わることのない内面の美しさを見分ける聖霊の力が

働いていたのです。シメオンが喜びのうちに幼子を抱き上げて主への賛美をささげた

時、その唄声を聞いたアンナが近寄って来て神を賛美し始めます。高齢の二人のデュ

エットです。その賛美は二人の深い信仰からにじみ出るものだったことでしょう。人

が生きることの哀しみをたくさん経験しながらも、なお主の御業を歌う二人の賛美は、

マリアとヨセフをどれだけ慰め、神への信仰を深く強められたことでしょうか。

この二人に共通しているのは、常に神殿で神を礼拝し賛美を喜びとしている姿です。

彼らは毎日何を祈っていたのでしょうか。自分の健康や家族の幸福でしょうか。「（シ

メオンは）イスラエルの慰められるのを待ち望んでいた」（25 節）とあります。当時、

ローマ帝国の属国となっていたイスラエルの軍事的勝利や独立の回復ではなく「慰め」

を待ち望んでいたという言葉は深い示唆を与えてくれます。私たちは何を祈り求めて

いるでしょうか。自分や家族、教会の友の幸い、病気からの快復、平安、そして世界

の平和など。けれども、もっとも深いところで私たちが祈り求めるべきは「真の慰め」

なのではないか。「真の慰め」とは、私たちに命を与え、私たちに真実の愛を注いで

やまない神の懐に立ち帰る時に与えられるもの。一人ひとりが生きてきた試行錯誤を

神の深い慈しみの中に受け止めていただくこと。この「真の慰め」は、やがてマリア

が「剣で心を刺し貫かれる」出来事、すなわち十字架を通して私たちに届けられるこ

とになります。そのようにして私たちを「真の慰め」に導く方が私たちの間に生まれ

てくださいました。この方が導かれる「真の慰め」を心から賛美したいのです。


